
事業名 物部川を考えるシンポジウム「なんで濁っちゅうが？物部川」 

主催者 物部川川祭り実行委員会・物部川 21世紀の森と水の会 

開催日時 平成２５年２月９日（土曜日）１０：３０～１５：００ 

開催場所 高知工科大学講堂 

参加人数 約 200 名 

事業の概要 

 

 物部川の課題のひとつである濁水の長期化について、その現状を多くの人々に

知ってもらい、清流を取り戻す環境活動の輪を広げたいとの思いから、物部川川

祭り実行委員会と物部川 21 世紀の森と水の会の主催によりシンポジウムが開催

されました。 

メインのパネルディスカッションでは、パネリストが川からの恩恵をふりかえ

りました。パネリストからは「（物部川の水は）流域の農業に不可欠な水であり、

源である源流での緑を守り豊かな水をつくる活動には積極的に取り組んでいる。」

「流域の行政や団体が手をつなぎ合って、元気な森と川が蘇るような活動ができ

るようになれば。」などの意見が出されました。 

まとめでは、山・川・海の流域全体をみんなの共有財産と捉え、物部川のため

にどんな貢献ができるのか、今日からの活動実践が提案されました。 

 

当日のプログラムは以下のとおりです。 

●◎○プログラム○◎● 

第１部「なんで濁っちゅうが？物部川」 10:30～11：45 

 ・物部川の歴史 ・寸劇「ものべえと川」 

 ・どうして濁っちゅうが？ ・香美市立佐岡小学校環境学習の発表 

昼食休憩 11：45～13：00 

○無料提供  ・シカ肉カレー・シカ焼き肉 

  ※マイ食器の持参をお願いして、ごみを出さない取組みを行いました。 

○販売    ・シカドッグ・シカバーガー・炊き込みご飯 

 

第 2 部「物部川はだれのもん？」 13 ：00～15：00 

(1)「工科大生の物部川」 

  パネリスト：高知工科大生のみなさん 

(2)「みんなぁの物部川」 

  パネリスト 

    西村 正さん（物部川川祭り実行委員長・土佐香美農業協同組合代表理事組合長） 

    野島 常稔さん（香美森林組合代表理事組合長） 

    森本 修三さん（国土交通省高知河川国道事務所調査課長） 

    公文 女美子さん（アクア・リプル・ネットワーク委員） 

    竹内 淳さん（土佐香美農業協同組合園芸部役員） 

  コーディネーター 

    兼松 方彦さん（環境の杜こうち理事長） 



当日の様子 （香美市立佐岡小学校のみなさんの発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パネルディスカッション「みんなぁの物部川」の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（シカ肉カレー・シカ焼き肉は大好評でした☆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


